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　議会の権能強化と市民に開かれた議会を目指すため、昨年 9月の第 3 回定例会で設置し、14
回の審議を行った「議会改革・活性化特別委員会」の中間報告を行います。（抜粋・要約）

審　議　項　目 審　議　結　果
1 議員定数 現状どおり 21名とする
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報酬
費用弁償

○報酬は、議員が専門職として活動するために、
　十分検討すべきと市側に要望する。
○報酬審議会の内容を公表するよう求める。
○費用弁償（議会の会議に出席した際に支払
　われる経費）は今後も、審議する。

「京田辺市の議会の議決に付すべき契約及び
財産の取得又は処分に関する条例」第3条に該
当しない財産の取得・処分についても、議会
に報告するよう申し入れる。

1,000万円以上の工事について、速やかに所
管の常任委員会に報告し、写しを全議員に配
布すべきと申し入れる。

開催回数は年 4回とし、一会期の期間は研究・
改善していく。

議会の議決に付すべき契約及び財産
の取得又は処分に該当しない事項の
取り扱い

6 現行どおり質問時間は40分、試行として、質
問回数を撤廃する（現状は3回程度まで）。

必要に応じて資料要求できる。
閉会中の委員会調査を行えるようにする。
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本議会及び委員会のインターネット
配信（ライブ、録画）

10

要望・要請について、市側に一定様式を定め
整理し、公開可能とする。

インターネット配信の実施に向け具体的に検
討する。

11

議会改革・活性化特別委員会終了後も、引き
続き議会基本条例制定に向けて取り組む。

12

議会改革・活性化特別委員会で議員政治倫理
条例を策定する。15

議員としての自覚と行動規範として
の議員倫理条例の制定

本会議は、当日の通告書を配布する。
委員会は、議事日程を配布する。14 傍聴の際の傍聴者への資料提供物

議会だよりなどで次回の予定をお知らせする。

市民の観点から、公聴会及び参考人招致を積
極的に活用する。13 委員会審査での公聴会及び参考人招致

議会基本条例の制定

議員からの市側への要望・要請

議会日程の早期公表

常任委員会の所管事務調査

市側から議員への反問権の付与 付与しない。

一般質問の質問時間及び回数

議会の会期

公営企業（水道事業）に関係する契約
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